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ざっくり解説 どうなってるの？庁舎統合

西東京市は、もともと平成35年度を目指すとしていた庁舎統合を10年先送り。
「市中心エリア」の新たな用地での統合を視野に検討し、
それまでは田無庁舎を活用した「暫定的な対応方策」を取るとしています。

保谷庁舎機能の一部を移転するため、来年4月から、
田無庁舎内の市民広場にリース方式の「仮設庁舎」を建てる工事が始まります。
統合庁舎の位置は、平成35年度までに決定するとしています。

【田村の考え】 →裏面でもっと詳しく！
「市中心エリアの新たな用地」は具体的な適地がなく非現実的。
現在の田無・保谷両庁舎の敷地を生かして公共施設を配置すべき。
統合庁舎は、面積が広く将来の現地建て替えにも対応できる保谷庁舎に。
田無庁舎には市民総合窓口（仮）を設置して市民サービスを維持した上で、
図書館・公民館・市民会館の機能を備えた新たな教育・文化施設を。

田村ひろゆき通信 2018.9 みなさんからのご意見をお聞かせください

1978（昭和53）年西東京市生まれ。田無向ヶ丘幼稚園、上向台小学校、田無
一中、中央大学杉並高校、中央大学法学部卒。元衆院議員秘書、元武蔵野
大学職員。2014年12月の市議会議員選挙に初挑戦するも及ばず。現在は
都内の旅行会社に営業職として勤務しながら、捲土重来を期して活動中。

ご支援のお願い

田村ひろゆきは特定の政党・組織からの支援を受けることなく、
無所属で活動しています。市民の皆様お一人お一人の力が
頼りです。できる範囲でのご支援をいただければ幸いです。
①ポスターを掲示する
右側写真のポスターを現在市内各所に掲示させていただいて
おります。ご自宅の壁等に掲示していただける方がいらっしゃ
いましたらご一報ください。お伺いいたします。
②駅頭・街頭で通信を配布する
朝夕の市内各駅を中心に、通信の配布を行っています。出勤
前の30分だけなど、短い時間でも結構です。

森てるお市議会議員と共に活動中！

この度、田村ひろゆきは、地方政治への基本的な考え方で一致し、
森てるお市議会議員と共に活動を進めていくことになりました。
森さんは1999年の旧保谷市時代から長年市議会議員を務め、
4年前の市議会議員選挙ではトップ当選した実績のある方です。

＜森てるお市議会議員からのメッセージ＞
田村ひろゆきさんはI-CASを立ち上げ、地方議会にこだわって議員イ
ンターンシップを企画し、地方議会の何たるかを深く理解しています。
先日40歳になった田村さん。勤め人として、社会人としての経験も積
み重ねてきた、まさに働き盛りです。庶民感覚を持ち、市民目線で行
政を見ることができる素地ができています。市民が主人公のまちを
作っていくために「情報公開の徹底」「地方政治に政党はいらない」
を二つの柱にして議員活動を続けてきた私の仲間として、ぜひとも活
躍していただきたいと願っています。

③通信をポスティングする
市内各戸に通信のポスティングを行っています。私自身が配る
と同時に、一部業者の方にもお願いしておりますが、まだまだ
配れていない地域もあります。ご自身がお住まいの○○町○
丁目だけ、等で構いませんのでご協力ください。
④田村の活動を周りの方に紹介する
私の活動を広く市民の皆様に知っていただくため、周囲の方
に田村をご紹介ください。ホームページ、Facebookでも情報発
信中です。「いいね！西東京」で検索し、シェアしてください。

すべてのお問い合わせは田村携帯（090-9686-4581）へ
お願いします。ご連絡をお待ちしています。
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白井 とおる

私はこれまで約１５年間、政党に所属しな

い、特定の組織団体からの推薦・支援も受

けない「無党派・無所属、１００％市民派」

の立場で、東久留米市議会議員として活

動して来ました。もちろん、政治献金も一切

受け取っていません。

このような立場で議員活動するからこそ、

特定の利益を代表することなく、自分の頭

で考え、自分の言葉で発言し、すべて自分

の責任で議案に対する賛成か反対かを判

断することが出来ます。

私のような議員が市議会において増えれ

ば、政党の勢力争いに左右されることなく、

本当に市民の立場に立った、市民のため

の政治を実現出来ると確信しています。

田村ひろゆきさんも私と同様、政党からの

公認・推薦・支援は一切受けていません。

西東京市においても、このような無所属議

員の流れが広がって行くことを期待してい

ます。
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田村ひろゆきへの応援メッセージをいただきました

「市の中心エリア」に適地はあるか？

2001年の合併以来、田無庁舎・保谷庁舎の2つの庁舎をいまだに使い続けています。
平成35年度までに庁舎統合すると繰り返していた市は、庁舎の位置や規模についてはま
だ議論が必要だとさらに10年先送り。市中心エリアの新たな用地での統合を視野に検討
すると言っていますが、ここだという場所はありません。そんな中、保谷庁舎の老朽化が進
んでいるとして、田無庁舎の市民広場に「仮設庁舎」を建てて対応するとしています。しか
し、これでは問題の本質的な解決になりません。
先日開かれた「庁舎統合に関する意見交換会」の場で、市の職員からは「市の中心」につ
いて、北原町1丁目の都営アパート付近だと具体的に場所が示されました。北原町1丁目
は住宅街でまとまった土地はなく、新たな用地となれば、当然用地買収の必要が出てきま
す。少し範囲を広げて、近隣で市が保有する土地を考えると、田無二中、ひばり中、谷戸
小、谷戸二小がありますが、そこに統合庁舎を作ったとして今ある学校はどうするんだとい
う問題になります。いこいの森公園も選択肢になりそうですが、公園をつぶして庁舎を建
てるというのが受け入れられるとは思えません。

地方議会議員は、その役割が充分認識さ

れていません。圧倒的な権力を持つ市長

（市役所）が提案するお金の使い方やまち

のルールについて、審査の上「良い」「少し

修正してOK」「コレじゃ駄目だ、もう一度再

考してきて」というジャッジを下すのが最も

重要な役割です。そのためには、市長と一

定の緊張感を保ちつつ、「良いものは良い」

「駄目ものは駄目」と遠慮なく言える立場で

仕事をすることが大切です。政党にも所属

せず、どこの団体からも支援を受けない

「完全無所属」はそういう立場に立ちやす

い一方で、大きなバックボーンの組織がな

いゆえに皆さんの支援がないと活動ができ

ません。田村さんは、一人の市民という立

場で、西東京の今の課題と向き合い将来を

作るために、あるべき地方議会議員の一

員として「西東京市のための最適解」を考

え、柔軟に党派を超えて実践していくことの

できる人だと感じています。

当社の経営訓「常に気が利くスタッフであれ！」

を最も良く体現したのが、誰あろう田村君です。

外勤営業職として、各法人・企業・団体を訪問し、

当社の顧客へと導く仕事で、在職中は多くの顧

客を獲得し業績向上に大きく貢献してくれました。

田村君は社内のイベントや会社案内などでのア

イデアや企画の提案にも非常に優れていて、他

のスタッフからの信頼も厚く、退職を聞かされた

スタッフからは一様に残念との言葉が聞かれま

した。

ただ、政治の如何が問われている昨今、田村君

のような人材が、そのステージに立ってもらわな

いと、私達の市民社会も、風通しが悪く、生きに

くい世の中になるのではという危惧があります。

最後になりましたが、当人に街で出会われた市

民の方々は、是非その田村君の目をみてくださ

い。正直で優しさの中にも力のある目をしていま

す。一度でファンになって頂ける筈です。もちろ

んジョークを交えた演説も上手いことも付け加え

ておきます。（一部抜粋。全文はWEBに掲載予定です）

現在の田無庁舎には新たな教育・文化施設と総合窓口機能を

田無庁舎の利点は立地の良さです。敷地面積は狭いですが、田無駅南口か
ら歩いてすぐという利便性の高い土地です。この場所は、現在の中央図書館、
田無公民館、そして来年3月で閉館が決まっている市民会館の機能を備えた、
新たな教育・文化施設として利用すべきです。
加えて、市民総合窓口（仮）を設置し、田無庁舎でも基本的な市民サービス
を受けられるようにします。また、テレビ会議システムにより、必要に応じて本
庁舎にいる職員とも直接相談できるような環境を整備します。これまで田無庁
舎を利用していた市民の利便性が損なわれることはありません。

統合庁舎は敷地面積の広い保谷庁舎が妥当

そもそも、西東京市は東西南北5km程度、比較的平坦で市域もそこまで広くはありません。ですから、市のどこに統合庁舎がで
きても、極端に遠いということにはなりません。西東京市に潤沢なお金があるのなら、市の中心部でもどこでも広い土地を買っ
て、立派な庁舎を建てても結構ですが、現状においては、市が保有する田無・保谷の両庁舎のいずれかに統合庁舎を作るの
が現実的です。そう考えた時、統合庁舎は保谷庁舎の敷地に建設するのが妥当と考えます。
保谷庁舎の利点は敷地面積の広さです。田無の13,000㎡に対し、保谷は22,700㎡あり、統合庁舎建設に必要とされる15,000
㎡を十分上回ります。敷地内に空地を残しておけば、将来的に建て替えが必要になった場合でも、敷地内での対応が可能と
なり、改めて場所探しに苦労せずに済みます。

田無庁舎から保谷庁舎への道順を示した地図
二庁舎体制により1億2500万円の負担が生じている

田無庁舎の市民広場 ここに仮設庁舎が建てられる


